











データの先頭 1 桁目に来る 1 から 9 までの数字の出現頻度は、9 分の 1 ずつではなく、ある一定割




























ルから入札価格等のデータを抽出し、1 つ 1 つ原資料と照らし合わせて確認・補正する作業を進め、






































はずである。しかし実際には、2012 年 4 ～ 6 月頃は統計的に有意な差が無い一方、7 月以降は隣接
県側の方が福島県側よりも平均値が有意に低くなっている（図 1、縦軸がペア毎の差の平均値で、
単位は毎時マイクロ・シーベルト）。
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同様の傾向は、もう 1 つの自然実験的アプローチである回帰不連続からも示唆される。これは原
発から一定の方向にあるモニタリングポストを対象として、福島県側と隣接県側とに分けて、空間
放射線量率測定値を原発からの距離に非線形回帰させ、県境での回帰線の差を調べる。するといく
つかの方向では、やはり隣接県側の方が福島県側よりも平均値が有意に低くなっている。図 2 は北
北西の場合で、横軸で原発からの距離が約 60km あたりに分断がある。左側の福島県側と右側の隣
接県（北北西だと宮城県）それぞれについて、非線形回帰線を太線で、ブートストラップによって
導いた非線形回帰線を何本もの薄い線で示した。すると分断線の左右で、太線はもちろん、ほとん
どの薄い線も、右側（隣接県＝宮城県）の方が左側（福島県）よりも低いことがわかる。
 
以上のように、世上言われるように福島県で空間放射線量率測定値が低いのではなく、むしろ逆
に隣接県の方が空間放射線量率測定値が低いことが、本研究では示唆される。何故こうしたことが
起きているのかは本研究では明らかにできないが、注目が集まる福島県に比べれば、メディアや市
民団体に監視されにくい隣接県の方が、空間放射線量率測定値を低くする何らかの方法があるのか
もしれない。
なおこの研究は、ダートマス大学の堀内勇作准教授との共同研究である。
